
５類移⾏や新たな感染症を⾒据え、柔軟かつ機動的な体制 を整備

緊急経済対策 で暮らしと経済を切れ⽬なく下⽀え

暮らしと経済

道⺠⽣活の安定と
⾜腰の強い 地域経済を構築

巨⼤地震に備える避難施設整備へ、

⼈⼿不⾜への対応や北海道の未来を⽀える ⼈づくり を推進

コロナ禍における価格⾼騰
等緊急経済対策として、
総額1,376億円を措置
コロナ禍で宿泊、⾷事、移
動等の需要喚起を実施
医療提供体制や独⾃のワ
クチン接種センター設置、
新北海道スタイルを推進

道独⾃の財政⽀援 を実施
巨⼤地震の被害を軽減する
ための減災計画を策定、⿃
インフル等に機動的に対応

April . 2023

April . 2027

実績



経済的負担軽減 など政策を総動員しオール北海道で⼦育て⽀援

⼦ども応援社会

不妊治療や 妊産婦 の⽀援 を充実

⼦育て世帯の移住など 市町村の⼦ども政策を⽀援

保育⼈材の育成･確保 や 未就園児保育の⽀援 を充実

交通費や宿泊費に係る⽀
援対象市町村を拡⼤、出
産等に係る⽀援を充実
多⼦世帯の保育料負担
軽減を継続
北海道ユースプランナー制
度の創設、ヤングケアラー
への⽀援を充実
北海道⾼等学校遠隔授
業配信センターの設置や幼
児教育の質向上を推進

April . 2023

April . 2027

実績

社会全体で⼦どもを育み
結婚･妊娠･出産･⼦育て⽀援を充実



洋上⾵⼒の導⼊促進、次世代半導体 を実現

海底送電ケーブル 200万kw  の整備を促進

新たに基⾦ を設置し、ゼロカーボン北海道の推進を加速

圧倒的スケールの森林、藻場、農地 で吸収源対策を加速

エネルギー
エネルギー安全保障への貢献

ゼロカーボン北海道を掲げ、
国を上回る⽬標を設定
脱炭素先⾏地域への国
内最多５市町の選定を
後押し
道有林による⼤規模な森
林由来クレジット創出事業
を始動
国への要望が実を結び、
200万kw分の海底送電
ケーブルの整備⽅針決定

April . 2023

April . 2027

実績

ゼロカーボン北海道を担う産業を振興
地域が潤う環境と経済の好循環



次世代半導体複合拠点 の誘致と関連産業を集積

ドローンフィールド北海道 として実装を加速

ワンストップ窓⼝ を設置し、未来技術の実証を強⼒にサポート

空⾶ぶクルマ検討、

データセンターの誘致など、北海道データセンターパーク を創出

デジタル
経済安全保障への貢献

本道への過去最⼤の投資
となる次世代半導体製造
拠点を誘致
豊富な再エネを活⽤した
データセンター誘致をトップ
セールスで推進
全国初の積雪寒冷条件
下でのドローン実証実験を
推進
⾃動運転の実証実験誘
致、AIを活⽤したヒグマ対
策を推進

April . 2023

April . 2027

世界のInnovationの鍵･次世代半導体
データセンターなどのデジタル産業を集積
実績



輸出品⽬や地域を戦略的に拡⼤

どさんこプラザを全国展開 、

酪農をはじめ厳しい状況に直⾯する ⽣産者⽀援 に注⼒

⾷
我が国の⾷料安全保障をリード
北海道が誇る⾷を世界へ

道産⾷品を世界にセールス

輸⼊依存穀物･⾃給飼料 の増産推進、栽培漁業 を拡⼤
⾷料安全保障に関する推
進チームを設置、⼩⻨など
の作付けや飼料⽣産を⽀援

1,500億円の道産⾷品輸
出額の⽬標を１年前倒し
で達成

Smart農業を推進 し 、
GNSSガイダンス導⼊台数
が8割増加

販路拡⼤･マーケティングを強化どさんこプラザを７店出店、
売上は過去最⾼を更新

April . 2023

April . 2027

⾷料安全保障への貢献

実績



アイヌ⽂化、縄⽂･知床世界遺産など 多彩な魅⼒の体験 創出

アジア市場の拡⼤、欧⽶市場の開拓 をトップセールスで加速

HOKKAIDO LOVE 割 で道内旅⾏の需要をさらに喚起

観 光

復活から⾶躍へ 戦略的に誘客を拡⼤
アドベンチャートラベルでアジアをリード

ATWS2023の開催、質の⾼いガイド育成 でATをリード

「どうみん割」で道内観光
の需要を喚起、利⽤者は
256万⼈と道⺠の半数が
利⽤した計算
ATWS2021バーチャル開
催と2023の誘致、新千
歳空港発着枠拡⼤

縄⽂遺跡群の世界⽂化
遺産登録を実現、ウポポイ
を道内外で強⼒にPR

April . 2023

April . 2027

Hokkaido Tourism

実績



北海道型ワーケーション推進や 道ファン⼦など関係⼈⼝ を拡⼤

市町村サポートや 地域課題への対応 を強化

道の提案･営業体制 を強化、

地域おこし協⼒隊の 応募から定住までをトータルサポートほっかいどう応援団会議を⽴
ち上げ、企業団体640
個⼈約1.3万⼈参加
市町村とスクラムを組み、ふる
さと納税３年連続全国⼀を
達成
エールを北の医療へ︕をはじ
め、300以上の官⺠連携の
取組を実現

179全市町村を訪問し、
1,500名以上の⽅々から地
域の実情を伺う

魅⼒的な応援事業を創出

現場主義を徹底、

April . 2023

April . 2027

実績

地域おこし協⼒隊を強⼒な応援団に
地域を応援する事業創出を拡⼤

北海道型ワーケーションの推
進などにより、道内テレワーク
施設の利⽤者が⼤幅に増加

応援団第⼆章応援団第⼆章
地域とともに考え⾏動地域とともに考え⾏動

応援団第⼆章
地域とともに考え⾏動


